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特記事項 

本PDFファイルは音声読上げ用です。閲覧を目的としたPDFファイルではありません。 

JIS案等の閲覧は，閲覧用ファイルをご利用ください。 

音声読上げする場合は、PDF文章の音声再生が可能なツールをご利用ください。 

ご利用の環境によっては，音声の読上げがされないことがあります。 

本PDFファイルの情報はJIS案等から機械的に抽出したテキスト情報で構成されています。 

これらは音声読上げに最適化されたものではありませんので，規格の内容が正しく読み上げされない可

能性があることをご了承願います。 



 
C 3216-2：0000  

（1） 
著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

追補 1 のまえがき 

この JIS C 3216-2 の追補 1 は，産業標準化法に基づき，経産産業大臣が JIS C 3216-2:2019 を改正した内

容だけを示すものである。 

JIS C 3216-2:2019 は，この追補 1 の内容の改正がされ，JIS C 3216-2:0000 となる。 
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日本工業規格（案）       JIS 
 C 3216-2：0000 
 

巻線試験方法－第 2 部：寸法 
（追補 1） 

Winding wires－Test methods－Part 2：Determination of dimensions 
（Amendment 1） 

 
追補 1 の序文 

この追補は，2009 年に第 3 版として発行された IEC 60851-2 及び 2015 年に発行された Amendment 1

に対して，2019 年に発行された Amendment 2 を基に，JIS C 3216-2:2019 の追補 1 として作成したもの

である。 

 
JIS C 3216-2:2019 を，次のように改正する。 

 

3.2(試験方法)の 3.2.6（エナメル丸線の両側融着層厚さ）の後に，次の細分箇条を追加する。 

 

3.2.7 エナメル平角線の両側融着厚さ 
エナメル平角線の両側融着厚さは，仕上がり幅又は仕上がり厚さの平均値と，融着層を取り除いたそ

れぞれの仕上がり幅又は仕上がり厚さの平均値との差とする。 

仕上がり幅又は仕上がり厚さの測定は，3.2.5.2 による。 

なお，融着層を取り除いた仕上がり幅又は仕上がり厚さは，下層皮膜にきずを付けることなく，溶剤

若しくは適切な薬品を用いるか，又は下層皮膜にきずを付けない他の方法で融着層を取り除いた後に測

定する。上記によって求めた平均値の差を両側融着層厚さとして記録する。 

 

 

 

 

 

 

 




